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　2020年、春の岩手支部の留学生は、オーストラリアのMawie（盛
岡第一高校）と、スイスのAlexandra（一関第一高校）の予定で
したが、新型コロナウイルス予防対策のため、春の受け入れ生の
延期が決定されました。大変ご迷惑をおかけしているところです。
また、67期派遣生は5名。関係各所に厚く御礼申し上げます。
　私が、岩手支部の支部長を務めて 5年目、任期最後の年となり
ました。振り返ってみれば、娘の留学から始まり、私のＡＦＳボ
ランティア体験そのものも、ＡＦＳプログラムになっていて、学
びの旅を体験させてもらっています。「（ＡＦＳ）国際ボランティ
ア体験プログラム」とでもいいましょうか。
　異文化交流をしたことのある人は、異文化に接することで、自
分たちの住む日本の良さが分かってきます。一例ですが、ドイツ
からの留学生のネレは、日本のコンビニに初めて入ったとき、「す
ごい、ここはいろいろあって（特にお菓子）楽しいところ！はじ
めて入った！ドイツにはない。」とテンションを上げ、目を輝か
せていました。コンビニは、私たち日本人にとって「当たり前の
日常」のお店だけど、他国から見ると、とても有り難い場所のよ
うです。
　逆に、異文化交流することで、私たちの住む日本の問題も見え
てきます。これも一例ですが、日本人の忙しさです。日本の高校
生をとっても、部活動を遅くまでやったり、塾に通ったりして、
自分の気持ちとゆっくり向き合ったり、家族を思いやったりする
時間が少なすぎます。我が家に来た留学生、（午後のお昼寝タイ
ム＝シエスタのある）アルゼンチンのジュリエタは、高校生活の
忙しさに体がついていけず，体調を崩してしまい、途中、部活動
を断念しました。（その分、地域の秋祭りでさんさ踊りに参加で
きました。）

　私がボランティア活動をしていく中で、日本の良さと問題、自
分の良さと課題に気づき、考えることができました。異文化交流
がもたらす効果は、そのような日々の日本社会や世界の問題を考
えるきっかけを与えてくれることです。また、自分の足りないと
ころにも気付かせてくれます。
　昨今、「多文化共生」という言葉をよく聞きます。いろいろな
文化が共生する社会へと進む時代、当然ながら前例のない様々な
問題や課題が生じます。ＡＦＳボランティア活動を通して、私自
身が多文化共生のための知恵や資質が磨かれてきていると感じま
す。若き高校生が留学体験をすると、グローバル社会で生きてい
くための知恵や資質を磨きます。ましてや、柔軟な思考ができる
高校生は、大人よりも急速にスポンジが水を吸収するように、心
に浸透し、感性を磨き、これからの社会に生きる資質と能力を備
えた大人へと成長していきます。
　ＡＦＳ異文化交流の方法は、留学体験、ホストファミリー・ホ
ストスクールを引き受ける、支部のボランティア活動に参加する、
支部のイベントのキャンプなどに参加する、寄付をするなど様々
です。自分に合ったやり方で、是非チャレンジしてみてください。
　私は小学校の時の卒業文集に、「将来、小学校の先生か、アフ
リカでお医者様の居ない地域の人たちを助ける医者になりたい。」
と夢を書きました。子どもの頃描いた夢は、AFS の理念とよく似
ています。行きついた私のボランティアがＡＦＳだったことも、
納得できました。
　皆さんにも、何かぴったりの「学びの旅」があるに違いありま
せん。今から探してみてください。これからの人生で「今」が一
番若いのです。若い行動力が発揮できる時…それは、「今」です！

　　あなたに合った学びの旅へ・・・
公益財団法人ＡＦＳ日本協会岩手支部長　瀧　本　　　忍
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　10 ヶ月という長期の留学を経験できたこと、
とても有り難いです。振り返ると、感じていたよ
りも充実した留学生活を送れていたと思います。
ホストシスターとは馬が合わず悩むこともありま
したが、他のファミリーには、私ごとの長期な旅
行の計画を共に練ってくれたり、様々な行事に参
加させていただいたり、大事にしてもらったと感
じます。10 ヶ月の海外での生活は、観光とは異
なり、自分の新しい生活が始まったようでした。
最初は異文化を理解したつもりでも、フランス人
と関わっているうちに納得できないことがいくつ
もありました。様々な経験を通して、留学の前と

後では随分と海外のことを交えて思考するように
なりました。春からは、大学でまたフランス語を
学び直し、その後の自分の未来に生かしていきた
いと考えています。そして、私の留学は様々な出
会いと周りの人々の支えによって成し遂げられた
と思います。海外からの同じ支部の留学生や学校
の友達とは未だ仲良くさせてもらっていて、現地
で会った日本人ともまだ結びつきがあります。そ
して何より周りの
フ ラ ン ス 人 や、
AFS サポーターの
方々にはとても優
しくしてもらいま
した。ありがとう
ございました。

　去年の 7月にフランスでの 10 カ月間の留学を
終えて帰国しました。現地で通った学校ではとて
も楽しい時間を過ごしました。授業中は友達のノ
ートを見せてもらってなんとか理解していまし
た。また、フランス語の授業もあり、一日中映画
を観たり、学校を出て小旅行に行ったりしました。
クラスには 14 人の中東やアフリカ北部から移住
してきた高校生がいました。言語や背景や年齢は
バラバラですが、皆活気にあふれていて大好きで、
このクラスに行くことが待ちきれませんでした。
学校のクラブでボルダリングに初めて挑戦し、水
曜日の夜は市の空手道場に行きました。
　私のホストファミリーは私を受け入れることを
とても早い時期に選んでくれて、温かく歓迎して

くれました。冬にアルプスで何日もスキーをしま
した。木造のゲストハウスのようなところに皆で
泊り、初めて会った人と夜遅くまで話をしたりゲ
ームをしたりしました。大晦日はそこでパーティ
ーをしました。書ききれないほどのことをホスト
ファミリーと一緒にしました。
　帰国してからもう 5か月が経ち、今思い返すと
夢のように短い時間だったと感じます。留学を支
えてくれた人全員に
とても感謝していま
す。留学での経験が、
今のフランス語やそ
のほかの勉強のモチ
ベーションになって
いると思います。

　2年前の 8月 24日、私は 8人の仲間と共に「な
りたい大人」を見つける旅に出かけました。 帰国
して約 8か月が経った今も、ときどき無意識に口
にしてしまうハンガリー語が、ふと留学生活を思
い出させます。
　異文化の中で 1年を過ごし、そこでの経験から
私は将来の目標を定めることができました。その
きっかけとなった出来事の 1つは、難民やホーム
レスとの出会いです。日本ではあまり見かけない
からこそ、自国に強制送還されることを恐れ震え
ていたり、いつもボロボロの服を着てお金を拾っ
たりしている彼らの姿は、私に大きな衝撃を与え
ました。そこで人々の経済格差や平和ではない社
会を実感し、紛争地域の復興支援や発展途上国の
開発支援について学びたいと考えるようになった

私は、今年の冬に控え
ている大学受験に向け
て勉学に励んでいます。
　思い返せば、留学の 1
年間は 18年間生きてき
た中で、1番本気で自分
と向き合った年でした。無論、楽しいことばかり
ではなく、悩みが尽きず泣いたことも、何をやっ
ても上手くいかず自分に自信を失くしたこともあ
りましたが、それらはすべて私の糧となりました。
留学中たくさんの人に支えてもらった分、この経
験を活かして今度は私が留学生を支えられるよう
な存在になっていきたいです。
　このような素敵な体験をさせてくれた家族、い
つも近くでサポートしてくださった AFS ボランテ
ィアの方々には大変感謝しております。ありがと
うございました。

【留学体験記】（帰国生）
65期フランス派遣　和田　夢唯（不来方高校）

65期フランス派遣　田山　美月（不来方高校）

65期ハンガリー派遣　佐川　穂香（盛岡白百合学園）
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　帰国して約一ヶ月が過ぎました。日本での日々
は毎日が忙しく、一日一日の時間の流れがとても
早く感じます。平日は朝早くに家を出て学校へ行
き、夜遅くに帰宅。週末は課外や部活動、そして
課題などに追われています。あまりにも忙しすぎ
る日々に息苦しさを感じ、正直すでにコスタリカ
での生活が恋しくなっている自分がいます。
　コスタリカの学校は始業が朝７時と早めです
が、時間通りに来る人などほとんどいません。一
時間過ぎてから教室へ入って来ても先生は何も言
わず、生徒も堂々と入ってきます。授業中は真面
目に取り組んでいる生徒は誰１人として見かける
ことはありませんでした。休み時間は学校内を歩
き回り、すれ違った友人達とグータッチを交わし
ます。放課後は日本のように部活動などなく、自
分の好きな事をして過ごします。週末も同様です。
こんな日々が僕にとって楽園にいるような気分で
した。コスタリカの人々は本当にみんな明るくフ
レンドリーな人ばかりで、日本から来た僕に興味
を持ってくれて、すぐに友達ができました。また、
彼らは自分の国のことを誇らしく思っていて、世
界で一番幸せな国だという理由がこの一年間で納
得できました。
　僕は留学に行く前、いくつかの目標を立てまし
た。その中のひとつである語学習得は一番苦労し
ました。最初の頃は、皆が何を言っているのか全
く理解できず、自分が伝えたいことも言えずと、
コミュニケーションが中々取れずにいました。し

かし、自分が好きなサッカーや日本の文化を共有
し合ったりしていくうちに少しずつですが、会話
が続くようになっていきました。こうなってくる
と嬉しくなり、もっとコミュニケーションを広げ
たいと思うようにもなりました。
　また、この留学は僕に様々な経験をもたらして
くれ、自分の成長に繋げさせてくれました。一番
の自分の中での変化は、様々なことに対して感謝
の気持ちを持つようになったということです。や
はりコスタリカでの生活は日本と比べると慣れな
いことばかりで、不便に感じることがよくありま
した。しかし、それを乗り越えた今、当たり前の
ように感じていた日本での生活は世界へ出てみる
と当たり前ではないと再認識することができまし
た。
　留学生活を終えた今、自分にとってできること
は、この体験談をいろんな人たちに伝えていくこ
とだと思います。これからはこの経験を生かし、
様々なことにチャレンジしていきたいと思いま
す。

【留学体験記】（帰国生）

66期コスタリカ派遣　小泉　　駿（八戸聖ウルスラ学院）

　私は 2018 年 9 月から約 10 か月の間ポルトガ
ルで長期留学を体験しました。この長いようで短
かった１０か月間で私は多くの経験をしました。
　ポルトガルは、日本からユーラシア大陸をまた
ぎ一番西に位置する小さなヨーロッパの国です。
私がこの国への留学を決めた理由は一つ、「ポル
トガルって何があるのだろう？」。このように自
分の留学先について何も知らずに日本を飛び立っ
た私が一番初めに驚いたことは現地の人々の温か
さです。遠く離れた国から来た留学生の私をホス
トファミリーや学校の友達を含め多くの人が優し
く受け入れてくれました。この優しさに気が付く
のに少々時間がかかってしまいましたが、これを
学ぶことで私はまた少し成長できたのではないか
と感じています。

　そして何よりの異文化体験といえばやはり「食
文化」。日本ではもちろん食べることのない食材、
例えばカタツムリなんかに出会いました。最初は
抵抗があったものの意外と美味しく、そして何よ
りこれを現地の人と「おいしいなぁ」などと言い
ながら食べている時、私は本当の意味で異文化を
感じることができました。
　このように私は数えきれないほど経験をし、成
長して日本に帰ってきました。これは家族、友人、
AFS 関係者の方々といった多くの方々のおかげで
す。本当にありがとうございました。

65期ポルトガル派遣　菊池　流音（八戸聖ウルスラ学院）
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秋架け橋プログラム受入生
不来方高校・モンゴル エッサ

受入生から皆さんへ

たくさんの思い出を
ありがとう！

ジュリア

秋セメスター受入生
水沢高校・アメリカ

またいつか会いましょう！


